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公開講座・シンポジウム・イベント

　本学理学部と工学部が共同で「理工ジョイントフェスタ」を開催し
ました。これは、理学部・工学部の学生が主体となり、地域と大学と
の交流を目的として開催される祭典です。今年度は新型コロナウイル
ス感染拡大防止の観点から、オンライン（Zoom、YouTube）で配信
されました。
　理学部の「サイエンスフェスティバル 2021」では、身近なものや実
験室でしかできない実験を行う「サイエンスショー」や、身近な科学
にまつわるクイズに挑戦する「サイエンスクイズ」を行いました。また、
昆虫写真家の法師人 響（ほうしと ひびき）氏をお呼びし、「なぜ『虫』
を撮るのか？」というテーマで講演いただきました。さらに、「サイエンスカフェ」では、「知っておき
たいプラスチックのこと！～環境に優しいレジ袋を考える～」というテーマがあり、環境に優しいレジ
袋について紹介がなされ、参加者は環境への配慮について関心を示しました。

　工学部の「夢大学 in 工学部 2021」では、プログラミングでゲーム作りを体験する「プチ科学教室」や、
マジシャンのアレマー玉井氏の科学マジックショー、そして本学工学部の中村真人先生の特別講演「未
来をデザインする工学部：医工学が創る未来の再生医療」など、様々な催しが行われました。
　どちらもオンラインでの開催でしたが、合わせて６００名近くの方にご参加いただき、多くの方々に
楽しんでいただきました。

主催 : 富山大学 工学部 ・ 理学部
後援 : 富山県教育委員会， 富山市教育委員会

問い合わせ先 ： 夢大学実行委員会
E メール ： yume@eng.u-toyama.ac.jp
電話 ： 076-445-6701( 理工系学務課兼用 ) http://www3.u-toyama.ac.jp/yume/2021/

詳しくは Web で！

夢 大 学 in

工 学 部 2021

富山大学

理工ジョイントフェスタ

14:00 ～

科学マジックプロジェクト presents

アレマー玉井氏の
　　　　　　科学マジックショー

９月２６日 ( 日 )　オンライン開催９月２６日 ( 日 )　オンライン開催
13:00 ～

中村真人先生の特別講演

「未来をデザインする
　工学部 ： 医工学が創る
　未来の再生医療」

プチ科学教室

「初めてのプログラミング

　　- ゲームをつくろう -」
　　　　（事前申込制）

その他

ロボコン、 フォーミュラなど
　　　　展示も用意しています。

理工ジョイントフェスタ

http://www3.u-toyama.ac.jp/scifes/
http://www3.u-toyama.ac.jp/yume/2021/
http://www3.u-toyama.ac.jp/scifes/
http://www3.u-toyama.ac.jp/yume/2021/
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環境配慮活動への取組み

　本学では、職員の異動、実験室、研究室、事務室のレイアウト変更の際に、不要になった実験機器や
事務用品など様々な物品が排出されます。それらの物品※１の中には、そのまま使用できるものや、少し
修理をすれば使用できるものが含まれていることがあります。「物品リサイクル掲示板」システムではそ
のような物品を廃棄する前に、物品リサイクル掲示板に登録し、引き取り希望者を募集します。キャン
パスを越え、全学的に引き取り希望者を募集しますので、多くの引き取り希望者が集まります。
　「物品リサイクル掲示板」システムを利用することで、以前はゴミとして廃棄されていたものでも、新
たな所有者の下で再度活用されることになり、資源の再利用に貢献することができます。引き取り希望
者についても無料で必要とする物品等を手に入れることが出来るため、出品者、引き取り希望者の双方
に有益なシステムです。令和３年度は出品件数３３２件のうち２０１件（約６０．５％）について交渉が

成立しています。令和２年度に比べて交渉成
立割合は若干減少しましたが、出品件数・交
渉成立件数共に大幅に増加しており、より多
くの不要物品が新しい所有者に引き取られ、
再使用されています。今後も本学では、「物
品リサイクル掲示板」システムを活用し、不
要物品の再使用・再利用の推進、不要物品の
発生そのものを抑制し、３Ｒ※２の推進に努め
ます。

※１　物品：資産・少額資産・消耗品のいずれかのうち再利用できるもの
※２　３Ｒ ：Reduce（発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再生利用）

　富山大学附属病院薬剤部では、令和 3 年 7 月 23 日（金・祝）に「ひらめき☆ときめきサイエンス～
ようこそ大学の研究室へ～ KAKENHI」を実施しました。これは、大学などの研究機関で行っている科
学研究費助成事業の研究成果をもとに、小学校５・６年生、中学生、高校生を対象に、直に見る、聞く、
ふれることで、科学のおもしろさを感じてもらうプログラムです。
　今回、高校生向けに、医療の現場で使用されている薬剤の中には、植物成分を起源とする例も多いこ
とを紹介するとともに、新しい薬を研究開発する仕組みや体内での酵素の働きと病気との関連性を教え
ることで、小さな化合物（薬）で病気が治せる不思議さや創薬研究の魅力・面白さを伝えました。また、

講義の後にはそれに関連する実習を挟むことで、視覚的に原理を
理解してもらいました。
　今回参加した高校生からは、「試薬を反応させたり考察したりし
て、どんどん答えに近づいていく感覚が楽しかった」、「初めて見
る器具や試薬を使って、カラフルな反応を見られたことや未知の
サンプルに含まれている成分を班のメンバーと一緒に考えて結論
を出していく過程がとても面白かった」という声が聞かれ、参加
者にとって充実したイベントとなりました。

ひらめき☆ときめきサイエンス

植物が作り出す薬成分を探れ！の詳細内容はこちらからご覧下さい。

物品リサイクル掲示板の運用

https://www.u-toyama.ac.jp/wp/wp-content/uploads/event_210723a.pdf
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テーマ 開催日 開催場所 詳細

これからの持続可能な都市のデザイン R3.6.30 ～ R3.7.28 大学コンソーシアム富山
「駅前キャンパス」研修室

大震災が映す日本社会 R3.10.14 ～ R3.11.25 富山大学五福キャンパス

富山の雪について考える R3.11.17 ～ R3.12.22 大学コンソーシアム富山
「駅前キャンパス」研修室

3.11 から１０年、防災の今を考える R4.11.21 富山大学五福キャンパス

富山の自然と地球システムの科学： 
立山と北アルプスの自然

R3.6.9 ～ R3.7.17 富山大学五福キャンパス

富山の自然と環境 R3.10.8 ～ R3.11.26 富山大学五福キャンパス

シンポジウム

生涯学習　公開講座

富山大学地域連携機構生涯学習部門については、こちらをご覧下さい。

テーマ 開催日 開催場所 詳細

北東アジアにおけるカーボンニュートラル：
現状と課題

R3.11.17 富山大学理学部２階
多目的ホール・Zoom

開催報告は、富山大学極東地域研究センターのニュースレターをご覧下さい。

グリーン活動

　本学では、快適に学べるキャンパスを目指し学生・教職員がキャンパスの環境美化活動を行ってい
ます。五福地区では７月と１１月に２回開催し、それぞれ 306 名、302 名の参加が参加しました。高
岡地区では 4 月、6 月、7 月、9 月の 4 回開催し感染対策を行い少人数（9 名～ 14 名）での参加で行
いました。杉谷地区では、7 月９日、７月１６日に実施し教職員合わせて 161 名が参加しました。

　環境安全推進センターでは、真夏の節電対策として毎年熱帯性のつる
植物によるグリーンカーテンを行っています。ゴールデンウイーク明け
に植え付けた朝鮮朝顔のつるは、梅雨に入ると瞬く間に６メートル程壁
を上り、見事なカーテンを作りました。

五福地区 高岡地区 杉谷地区

http://www.life.u-toyama.ac.jp/img/document/koza/2021_1/10city_3.pdf
http://www.life.u-toyama.ac.jp/img/document/koza/2021_1/15earthquake.pdf
http://www.life.u-toyama.ac.jp/img/document/koza/2021_2/36snow.pdf
http://www.life.u-toyama.ac.jp/img/document/machi/2021.pdf
http://www.life.u-toyama.ac.jp/img/document/koza/2021_1/07nature.pdf
http://www.life.u-toyama.ac.jp/img/document/koza/2021_2/34nature.pdf
http://www.life.u-toyama.ac.jp/index.html
http://www.life.u-toyama.ac.jp/index.html
http://www3.u-toyama.ac.jp/cfes/pdf/20211117.pdf
http://www3.u-toyama.ac.jp/cfes/pdf/newsletter/NewsLetter44.pdf
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実験・医療器具、医薬品等

エネルギー

資材

紙類（購入量）

水資源

温室効果ガス（CO2 換算）

廃棄物

古紙

排水量

電力
太陽光発電
重油
灯油
都市ガス
LP ガス

kWh
kWh

kL
kL

km3

km3

4,170 万
5.0 万

0.5
633

1,782
1.7

使用済みコピー用紙、新聞紙、
雑誌、カタログ等

t25，750

一般廃棄物（古紙以外）
産業廃棄物
特別管理産業廃棄物

排水量（下水）
排水量（河川）

コピー用紙
─

t38.5 万

t167.5 

t
t
t

644.9
310.0
297.5

t
t

24.1 万
14.4 万

富山大学　事業活動

その他雑誌等
t121.8

教　育

診　療

研　究

地域連携

※暫定値
　電気については調整後排出係数使用

令和３年度マテリアルバランス

投入量（INPUT） 排出量（OUTPUT）

◎：目標を超えて達成、◯：目標を達成、△：目標を下回る、×：目標を大幅に下回る
環境配慮活動の数値目標に対する達成状況

グリーン調達・エネルギー・資源・廃棄物

項　目 目標値 令和 3 年度の結果 評価 備　考

グリーン調達率 100% グリーン調達 98.1% △ 前年度の 94.7% より 3.4% 増加

コピー用紙使用量　
１% 以上削減

（ 前年度比）
4.6% 増加 △

コロナ禍の規制等が徐々に緩和され、
前年より活動が活発化したため

エネルギー使用量
１％以上削減

（原単位 前年度比）
0.5% 増加 △

空調の稼働時期において、昨年と比べ
夏季に気温の高い期間、冬季に気温の
低い期間があったことや、コロナ禍に
よる換気対策の影響により冷暖房効果
が下がり、結果としてエネルギー使用
量が増加したため

廃棄物発生量
１% 以上削減

（ 前年度比）
5.5% 増加 △

コロナ禍の規制等が徐々に緩和され、
前年より活動が活発化したため

※達成状況は環境配慮活動の目標に対しての達成度であり、実績値とは異なります。
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グリーン調達
　平成 12 年 5 月に制定された「国等による環境物品等
の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」に基づ
き、富山大学では「国立大学法人富山大学における環境
物品等の調達の推進を図るための方針」を定めて公表し、
環境への負荷が少ない物品の調達に努めています。
　令和３年度のグリーン調達実績は下表のとおりです。
環境物品の調達目標を 100% として取り組んだ結果、特
定調達物品の調達率は平均で 99.1% となり、令和２年
度よりも 4.3% 増加しました。また、「作業手袋」の調達
率については、令和２年度の 43.9% から 98.5% まで引
き上げることができ、大幅な改善が見られました。また、例年調達率が 80% を下回る品目がいくつかあり
ましたが、令和３年度はすべての品目の調達率が 80% を超えており、大きな進展となりました。
　しかしながら、調達率が 100% に届かない品目がいくつか存在しており、例えばオフィス家具等は調達
率が 89.5% でした。これらの原因としては、業務上必要とされる機能・性能を満たしつつ、特定調達品目
の判断基準を満たす規格品がないことに加え、環境物品の情報共有が不十分であることが考えられます。
　今後も教育研究上の事情を考慮しつつ、環境に配慮した原材料・部品・製品等の調達を推進するとともに、
関連情報の共有を徹底し、全品目の環境物品調達率 100% を目指します。

令和３年度グリーン調達実績
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グリーン調達・エネルギー・資源・廃棄物

エネルギー使用量

　令和 3 年度は、前年度比 3.3％の増加とな
りました。コロナ禍で感染拡大防止のため、
夏季、冬季において、空調を効かせながらも
十分な換気を確保する必要があり、そのため
増加したものと考えられます。一方、過去 5
年間を見ると、総使用量は令和元年度を境に
増加に転じており、これもまた、コロナ禍に
よる影響と考えられます。

　令和 3 年度の灯油使用料の割合は杉谷
キャンパスが全体の 98.2% を占め、都市
ガスの使用量の割合は、杉谷キャンパスが
69.6%、五福キャンパスが 28.5% を占め
ていました。両エネルギーの使用量の多い
杉谷キャンパスでは、平成 26 年度より、灯
油と都市ガスを切り替えて使用できるボイ
ラーを導入しており、灯油と都市ガスの使
用料金を抑えるため、燃料単価の変動を見
極めながら使用燃料の切り替えを行ってい
ます。

電　力

灯　油
都市ガス

コピー用紙調達量

　令和３年度の本学のコピー用紙調達量は 121.8 ｔであ
り、令和２年度よりも約 4.6% 増加しました。増加の理由
としては、令和２年度よりも新型コロナウイルス感染拡大
防止のための活動指針が引き下げられ、対面授業や課外活
動等が徐々に再開されたことにより、紙媒体で配布する機
会が多くなったことが影響していると考えられます。
　その一方で、コピー用紙調達量は平成２９年度から令和
３年度にかけて年平均 4.6% の減少となっており、年度に
よって増減にバラつきはあるものの、コピー用紙調達量は
確実に減少していると言えます。また、令和３年度のコピー用紙の特定調達物品の調達率は、99.7% でした。
　本学では、環境安全推進員、環境内部監査、啓発ポスターなど様々な環境配慮活動を通して、紙の使用
量削減に対する意識向上を図り、両面印刷や裏紙の利用を呼びかけています。今後も引き続き紙を有効に
活用するとともに、限りある資源を大切にするため、紙から電子媒体への切り替えを積極的に推進します。
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　学内で発生する生活系の廃棄物は事業系
一般廃棄物として処分されます。このうち
紙くず、木くず、繊維くず、生ごみなどは
可燃ごみとして、また、缶、ビン、プラスチッ
クなどは不燃ごみとして取り扱われていま
す。なお、古紙、空き缶（飲料缶）、プラスチッ
ク（ペットボトル）は資源化物として取り
扱われています。
　令和３年度の一般廃棄物の総排出量は、
812.6 ｔ で、 前 年 度 比 13.7 ｔ（1.7 ％）
の減少となりました。その主な要因は、古
紙の減少（前年度比 35.1 ｔ）にあります。　　　
過去５年間の推移では、五福キャンパスで
は減少傾向、杉谷キャンパスでは増加傾向、
高岡キャンパスでは一定レベルで推移の傾
向があります。

事業系
一　般
廃棄物

廃棄物発生量

　令和 3 年度は、前年度比で、全体で 2.9%
の削減となりました。前年度に比べて減少
しました。これは、令和 3 年度においても
冬季の降雪量が多く、期間も長かったこと
により、杉谷キャンパスで融雪に使用する
水が多かったためと考えられます。しかし
ながら、H29 年度の降雪量が多かった年度
に比較すると 15.0% 少ない使用量でした。

水資源

　令和 3 年度は、唯一使用されていた五福
キャンパスのボイラーが使用停止となり、
これをもって全キャンパスの重油ボイラー
は廃止となりました。なお、重油は杉谷キャ
ンパスにおいて、毎月１回非常用発電機の
点検及びアイドリングのため少量ですが使
用されています。

重　油

　LP ガスは高岡キャンパスのみの使用です
が、令和 3 年度は、前年度比で 20.2% 減を
達成しました。過去、5 年間の推移を見ても、
確実に減少しており、令和 3 年度は、平成
29 年度比で 57.1% の削減を達成していま
す。
※ H29 ～ R3 年度について高岡生協の使用
分を除外し、修正データとしました。

LPG

注）　五福キャンパスでは、これまで建物面積 8000m2 未
満の棟から発生する一般廃棄物を集計から除外（富山
市へ報告する減量計画の除外条件）していため、今回
は、それらを含め、過去５年間の統計データについて
再集計を行った。
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　令和３年度の特別管理産業廃棄物の発生
量は 297.5 ｔであり、前年度比で 22.9 ｔ

（8.3%）増加しました。発生した廃棄物の
大半は感染性廃棄物 248.1 ｔと廃油 41.3
ｔであり，これら２種類の合計で全体の
97.3% に達しています。この傾向は昨年
と同じでしたが、発生量は約 18.9 ｔの増
加となりました。感染性廃棄物は主に医療
関係業務から、廃油は実験系業務から発生
したものです。

特別管理　
産　業
廃棄物

　エネルギー系としては、電力、灯油、重
油、都市ガス、LPG の５項目の内、都市ガ
ス、電力を除く３項目において使用量が前
年度より減少し、CO2 換算値として、前年
度比で 1.8％増加（暫定値）しました。一方、
非エネルギー系では CO2 換算で 37.9 ｔ排
出し、一酸化二窒素が 84.5％を占めてい
ました。また、エネルギー系と非エネルギー
系を合わせた全体での排出量は前年比で、
0.1% の減少（暫定値）となりました。過
去 5 年間のエネルギー系及び非エネルギー
系の全体の推移をみると、減少傾向にあり、
令和 3 年度は平成 28 年度比で 22.0% の
削減を達成しています。これは、構成員全
体の省エネ活動や地道な省エネ設備への更
新によるものです。

温室効果
ガス

（CO2換算値）※

　令和３年度の産業廃棄物の発生量は
310.1 ｔ で あ り、 前 年 度 比 で、65 ｔ

（26.5％）の大幅増加となりました。増加
項目の主なものは廃プラスチック (37.9 ｔ
増加 ) とがれき類 (15.4 ｔ増加 ) が挙げら
れます。過去 5 年間を見ると平成 29 年か
ら令和 2 年までは横ばい状態が続いていま
したが、令和 3 年度は大幅増となりました。
今後は、構成員の意識向上と３R の徹底を
図り、継続的に廃棄物の削減に努めていき
ます。

産　業
廃棄物

※　CO2 の算出にあたり、今年度より電気使用に係
る排出係数は調整後 CO2 排出係数を用いるこ
ととし、平成 29 年～令和 3 年度に適用した。
調整後 CO2 排出係数は、電力会社の公表値を
用いた。
H29 ～ R2 年度については確定値、R3 年度の
電気使用に係る基礎 CO2 排出係数は速報値（R4
年８月 23 日現在の値）を暫定的に使用。（確
定は R4 年 12 月）

グリーン調達・エネルギー・資源・廃棄物
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構成員1人当たりのエネルギー・資源の使用量、廃棄物・CO2の排出量

　本本学の学生・教職員が教育研究活動及び医療活動において、構成員１人当たり１年間にどれだけの資
源を使用し、廃棄物や CO2 を排出しているかを調べてみました。

　過去、5 年間では増加傾向にあり、R3 年度は
H29 年度比で 14.8% 増加しました。R2 年度比
では 4.9% の増加です。産業廃棄物と特別管理産
業廃棄物が増加しています。

　令和 3 年度は、H29 年度比で 6.9% 減、令和２年
度比で 0.03% 減でした。近年はエネルギー使用量削
減のスピードが鈍くなっています。

　過去 5 年間の傾向を見ると増減に波があります
が、令和３年度は、H29 年度比で 14.2% 削減、令
和２年度比で 3.4% 減となっています。冬季の融雪
水が増減に影響しています。

　令和 3 年度は、H29 年度比で 17.4% 減少し、令和
２年度比では 4.6% の増加となりましたが、5 年間の
傾向を見ると、減少傾向にあります。
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省エネルギーへの取組と成果
　平成 2 ９年度から令和３年度の過去５年間の推移をみると、建物面積は 1. ２% 増加し、一方、エネルギー
使用量は 7.8％減少しました。これにより、エネルギー消費原単位に関する削減率が過去５年度間の平均で
2.2% １）となり、省エネ法で定められた中長期的な努力目標の年平均 1% 以上のエネルギー消費原単位の
低減を達成しました。これは、構成員による省エネ活動と老朽化した設備等の改善事業で、省エネ設備の
導入や ESCO 事業の成果が表れ、中期的に省エネルギー化が図られた結果です。一方、令和３年度は前年
度比で、エネルギー消費原単位で 0.5% 増加となり、環境配慮年度計画に掲げた前年度比 1% 以上低減の
目標が達成できませんでした。今後も継続的に、省エネルギー活動及び高効率機器の導入を推進していき
ます。
※ 1　 前年度比で算出した削減率の５年度間の平均値

グリーン調達・エネルギー・資源・廃棄物
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　本学では環境配慮活動において、エネルギーと水の使用料の削減に継続的に取り組んでいます。この５年間
の推移では、光熱水料金は平成 30 年度から令和 2 年度にかけて減少傾向にありましたが、令和 3 年度は前年
度比で約 7.6％、金額で約 7600 万円の増加となりました。これはエネルギー使用量が前年度比で 1.1% 増加
したことに加え、燃料単価の高騰が大きく影響しました。今後はカーボンニュートラルに向け、全構成員によ
る環境配慮活動に加え、灯油、都市ガスの切り替えによるエネルギーベストミックスの精度向上を図るととも
に、ESCO １）事業および ZEB ２）などの省エネ対策に注力していきます。

光熱水料に関する課題

※ 1　ESCO（Energy Service Company）とは、省エネルギー改修にかかる全ての経費を光熱水費の削減で賄う事業
のこと。

※２ ZEB とは Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、「ゼブ」と呼ぶ。快適な室
内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のこと。

令和３年度項目別料金



36 Environmental Management Report 2022

環境報告書の信頼性向上に向けて

「富山大学環境報告書2021第三者意見」に対する本学の活動について

　昨年度は、「富山大学環境報告書 2021（2020 年度実績を掲載）」において、北中喜貴氏（株式会社
北陸銀行経営企画部長）から第三者意見を頂きました。その中で、ご指摘頂いた事項に関する本学の
令和３年度（2021 年度）の取組状況を報告します。

　カーボンニュートラルに向け
た脱炭素社会への移行において
は、イノベーションの創出が非
常に重要です。貴学においては、
富山の地域基幹産業であるアル
ミニウムおよび薬の研究をメイ
ンに進められていると理解いた
しました。是非とも本分野にお
けるトップランカーとして進み
続けていただき、富山という地
域ならではのイノベーションを
創出いただきたいと考えており
ます。

　本学では、先進アルミニウム国際研究センター
（ARC）において、アルミニウムリサイクルのキーテ
クノロジーである不純物除去技術の開発とリサイクル
プロセスの創出に取り組んでいます。アルミニウムの
リサイクルはボーキサイト精錬でアルミニウムを取り
出すよりエネルギーが 97% 削減でき、二酸化炭素の
削減に大きく寄与するものであり、純度の向上は再利
用の用途拡大と付加価値の向上につながります。また、
薬では、ヒト型・モノクロール中和抗体（スーパー中
和抗体）の発見と応用が新型コロナウィルスの多種の
変異株の感染を防御できる治療薬となるものと期待し
ています。今後は、地域を基盤とし、さらなる技術革
新に加え、地域はもとより国内外に向けて情報発信し、
貢献して参ります。　

　コンプライアンスの遵守に関
して貴学におかれましては、マ
テリアリティを「化学物質や薬
品」「廃棄物や排水」「安全衛生」
の管理とされ、各部会やシステ
ムの活用を通じて高度化に努め
ておられます。
　引き続き、最優先とすべき「活
動の大前提」であるとの認識の
もと、管理を強化すると同時に、
問題が発生した場合に適切かつ
迅速に対応できる「解決力」の
向上に努めていただきたいと思
います。

　本学では、様々な活動を進めるにあたり、大学が
教育・研究を本務とすることを念頭に置き、コンプラ
イアンスを単なる「法令遵守」とするのではなく、背
景にある理念まで含めた「倫理法令遵守」にあると捉
え、日々の活動を進めております。その中で、重要課
題を「化学物質や薬品」、「廃棄物や排水」、「安全衛生」
の適正な管理と運用にあると認識し、課題達成のため
に、薬品の受払の徹底と定期検査システムの安定的運
用、廃棄物の適正な管理と安全な処分、排水の学内管
理目標値（法による規制値の 1/10）の順守、適正な
作業環境の確保のため、計画、実施、点検、改善に努
めております。今後は、問題発生時の解決力向上のた
めに、関係者の専門性の向上と事故を起こさないため
の予防措置として、教育の質の向上と機会提供の拡大
を図って参ります。

環境方針１への指摘事項と取組み

環境方針2への指摘事項と取組み
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　SDGs、気候変動などの課題
の達成に向けては、まさに「17.
パートナーシップで目標を達成す
る」ことは必須であります。貴学
においても、学生、教職員が一
丸となって年度計画の達成に向
けて活動されていることや地域
との連携に積極的に取り組まれ
ていることについてわかりやすく
記載されております。富山の教
育機関の中心として是非とも貴
学には、富山県全体を巻き込み
底上げするようなサステナブル
に関する普及活動を継続してい
ただくことを期待しております。

　本学では大学全体と部局毎の環境配慮計画を策定
し、学生、職員（教育系、事務系）、生協職員が協力
し、計画の目標達成に向けて活動を展開しています。
また、地域と協同で行っている大学周辺の清掃活動、
氷見市や富山市での海岸清掃、アルミニウムのリサイ
クル技術の開発とリサイクルシステムの創出や二酸化
炭素のエネルギー製品、化学製品への転換技術の研究
など、学内、地域、国内他機関、海外他機関と協同で
SDGs、気候変動に関わる課題解決のための目標達成
に向けた取組を進めております。今後は、本学の活動
をより活性化するとともに成果を継続的に発信し、活
動を通じて持続可能な社会の形成に寄与できる人材育
成に努めて参ります。

　貴学における調達や排出に関
して、各ターゲットにおける年
度ごとの使用状況および取り組
み状況を把握することができま
す。可能な範囲で着実に削減に
向けた取り組みをされています
が、是非ともカーボンニュート
ラルにむけた意欲的な目標を設
定いただき、その達成に向けた
チャレンジに努めていただきた
いと考えます。

　カーボンニュートラルに向けた活動の一環とし
て、ソフト面では環境配慮活動計画による学生、職員

（教育系、事務系）、生協職員による省エネルギー活動
の推進、ハード面では空調、換気、給湯、昇降機の省
エネ化と太陽光発電による創エネ、ESCO 事業による
省エネルギー診断、設計・施工、運転・維持管理と光
熱水費の削減分で経費を賄う手法を取り入れ積極的に
省エネルギー活動を進めています。エネルギー削減目
標は、省エネ法に基づく、前年度比原単位で１％削減
としています。残念ながら、令和３年度は気候やコロ
ナ禍の影響などで目標未達となりました。今後は、こ
の目標を着実に達成できるよう工夫し、努力するとと
もにさらなる高い目標値を設定できるよう努めて参り
ます。

環境方針3への指摘事項と取組み

環境方針4への指摘事項と取組み
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令和３年度の環境配慮活動の総括

　令和３年度は、コロナ禍での活動が続きましたが、オンラインシステム活用を充実し、環境安全推進
員連絡会（4 月、9 月）、環境内部監査員講習（9 月）、環境配慮活動の企画・立案・実施（年間）、環境
内部監査（1 月～ 2 月）及び環境マネジメント部会（９月、３月）を滞りなく実施できました。環境配
慮活動では、本学の４つの環境方針に則り、各部局に配置された 77 名の推進員が中心となって各部局
の計画を作成（P）・推進（D）し、その計画の実施状況を 27 名（学生 2 名、職員 25 名）の環境内部
監査員がチェック（C）し、監査結果は環境マネジメント部会に報告、審議（A）され、了承されました。

　環境方針１の環境教育・研究に関する活動では、「食品ロス」をテーマとして学生主体の『第 15 回富
山大学環境塾』を開催しました。環境塾では事前の勉強会、富山市エコタウン食品廃棄物関連処理施設
の見学、報告会・討論会の順に行い、学生が自ら食品ロスに関わる課題に気づき、関連する施設見学に
より現状の食品ロスの問題点をそれぞれが肌で感じ取り、一連の活動で得られた情報、学んだ内容を整
理し報告しました。報告会・討論会では専門家にも加わっていただき、より幅の広い、より深い視点か
らのアドバイスを頂き、密度の濃い討論会となりました。

　環境方針２の法の遵守に関する取り組みでは、環境・安全の水準向上を目的とした化学物質のリスク
アセスメント、毒物劇物検査、水銀廃棄物・廃試薬の適正処分、排水分析、作業環境測定などの様々な
活動を継続的に実施しました。また、排水処理施設の現状把握と適正規模の検討を行い、排水設備が規模、
性能の観点からより効率的に運用可能な条件を確認しました。PCB 廃棄物の適正処分においては、処分
期限の迫る高濃度 PCB について繰り返し調査と分析を行い、処分漏れがなくなるよう努めました。一方、
教育研究活動に関連し、下水排水に基準を超える事例が、雨水排水に学内管理目標を超える値が散見さ
れましたが、都度、各事案について適正に対応しています。

　環境方針３の環境活動への取組みでは、キャンパス内、大学周辺、地域の海岸の清掃活動により、キャ
ンパス内外のアメニティーの向上に努めるとともに、公開講座、シンポジウムやサテライト講座を開催
し、地球環境、自然災害、野生動物の生態・感染症など様々な方面から情報を発信し、学びの機会を提
供しました。
　富山大学では、「持続可能な開発目標（SDGs）」に対する環境・経済・社会に関連する 17 の目標に
関する取り組みを行い、イギリスの高等教育専門誌（THE）の評価において、令和 3 年度の活動等に
対して、総合ランキングで国内順位 15 位（2022 年 4 月 28 日発表）の評価を得ることができました。
令和 3 年度は、コロナ禍からの脱却が充分とは言えない状況でしたが、多くの構成員の参画と地域との
連携・協力の積み重ねの結果と受け止め、今後はさらなる向上を目指して取り組みたいと考えておりま
す。

　環境方針 4 のエネルギーデータの推移では、部局ごとに計画した具体的活動事項の 197 項目につい
て活動を推進し、全項目漏れなく計画を実施しました。しかしながら、数値目標を立てたグリーン調達
率、エネルギー使用量、コピー用紙使用量、廃棄物発生量の４項目で、いずれも目標値未達となりました。
なお、グリーン調達率は前年度より 3.4% 増の改善となりました。今後は、数値目標の着実な達成に向
け、講習会、連絡会などを通じて構成員のさらなる意識向上を図るとともに、より実効性のある環境配
慮活動項目を設定し、活動に繋げていきます。

環境報告書の信頼性向上に向けて環境報告書の信頼性向上に向けて
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東海国立大学機構との意見交換会（環境コミュニケーション）

　令和４年８月２２日、東海国立大学機構（名古屋大学及び岐阜大学）と 2021 年の環境活動（環境報告
書 2022）についての意見交換会（環境コミュニケーション）がオンラインで行われました。この環境コミュ
ニケーションは、東海国立大学機構が毎年実施しているもので、2022 年度は本学とお互いの環境報告書
の内容に関して意見を出し合い、環境報告書の更なる充実化を図ることを目的として行われました。東海
国立大学機構からは学生５名および教職員１５名の計２０名、本学からは学生２名および教職員８名の計
１０名が参加しました。
　東海国立大学機構の環境報告書は、学生が編集に携わっていることから、学生と教員との対談など、学
生に関する記事が多く掲載されています。このことによって、大学の取組が身近なものとして感じられる
ようになり、環境報告書が広報誌としても機能しているようでした。このように環境報告書を大学の PR と
して活用することは、本学にとって大変参考になりました。またその他にも、環境活動に関する学生の募
集方法など、本学の環境マネジメントをより良くするための方法をご教示いただきました。
　今回の環境コミュニケーションでは、本学の環境報告書に関して以下のような意見を頂きました。これ
らの意見を参考に本学は引き続き環境報告書の改善・向上に励んで参ります。

☆東海国立大学機構から頂いた環境報告書に関する意見
【良かった点】

•	 コンパクトな中にデータが細かく記載され、データブックとして価値がある。
•	 リンクから詳細な情報へアクセスでき、便利。
•	 第三者意見の指摘事項に対する取り組み状況を報告している点が、好印象。

【改善点】
•	 「環境塾」の記事に関して、具体的な内容や、参加した学生が所属するサークルに説明を加え

るとより興味深い記事になるのではないか。
•	 環境配慮活動年度計画のフォロー表を載せるなどして詳しく説明してもらえるとより理解が深

まるのではないか。
•	 環境報告書の作成に学生が携わると、学生の手に取ってもらえやすくなるのではないか。
•	 環境塾や環境報告書を講義で取り挙げたり単位化することで、学生が参画できる機会を増やせ

ば、学生の意見を反映することができるのではないのか。

令和 4 年 8 月 22 日　オンライン会議の様子 学内公募による表紙デザイン
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「富山大学環境報告書2022第三者意見」

独立行政法人国立高等専門学校機構
鹿児島工業高等専門学校名誉教授（元校長）

富山高等専門学校名誉教授
とやまふるさと大使

丁子　哲治

　富山大学は、学長のご挨拶にもあるように、人文、人間発達科学、経済、理学、工学、医学、薬学、芸術文化、
都市デザインの９学部に加え、付属病院、和漢医薬学総合研究所が加わった、総合大学としての高等教育機
関です。最近は、いかなる組織も ｢ 持続可能な開発目標（SDGs）｣ に向かった取り組みがされていますが、
貴学も１７の目標に基づいた取り組みを積極的に環境報告書として毎年公開されています。そのうちで、
｢ 目標４、質の高い教育をみんなに ｣ は、基本的には初等・中等教育が中心だと思いますが、大学も一定の
役割はあるはずです。すべての人に包摂的で質の高い教育を普及させる目標は、持続可能な開発にとって、
教育が最も有効かつ効果的な手段であるということを意味しているからです。
　これまでは、経済開発のために環境が破壊されているとの認識が強かったと思います。経済活動と言えば、
環境を破壊することを厭わずに、誰かの富を優先してきたとの思いがあったからでしょう。２０世紀の公害
の時代では、必ず加害者がいて、被害者がいる構図でした。しかし、持続可能な開発では、｢ 経済開発 ｣、
｢ 社会的包摂 ｣、｢ 環境保護 ｣ の 3 要素が調和されており、3 要素のどれも欠けてはいけない、とされています。
２１世紀になると、加害者と被害者の関係は複雑な構図になって、敢えて言うならば、現在の世代が加害者
で、将来の世代が被害者なのかもしれません。その将来の世代も、さらにその先の将来の世代を被害者にす
るかもしれません。したがって、将来の世代の教育に取り組む大学の使命は重要です。
　第三者意見を述べるにあたって、いくつかの大学の環境報告書についても目を通してみました。その中か
ら感ずることは、それぞれの大学の独自な取り組みが表現されていることが読み取れ、イギリスの THE の
評価基準に合わせて国内順位を競うものではないと理解しました。さらに、かなり厳しい第三者意見も受け
入れられていました。
　以上のことから、貴学の環境報告書の内容も進化させる必要性を感じます。希にみる多分野を包含した総
合大学としての強みを活かして、学長のリーダーシップの元、場合によっては学生の参加も求め、貴学の持
続可能な開発の取り組みを地域に発信して頂きたいと思います。貴学には持続可能な開発に合致した教育研
究が行われ、貴重な成果が多くあると思います。それらを全学的に、あるいは部局毎の網羅的な紹介を頂き
たいと思います。また、昨今のコロナ禍の関係で、医学、薬学の学部と付属病院、和漢医薬学総合研究所では、
多大な成果があったと推察いたします。さらに、他の学部でも教育研究に大きな支障も出ながらも克服され
たことも多々あると思います。これらのいずれも、SDGs の１７の項目のいずれかに相当する取り組みのは
ずです。いくつかの記事に SDGs のマークが付記されていますが、できればすべての記事に SDGs の観点
からの検証として、SDGs のマークが付されていれば理解しやすいのではないでしょうか。
　そもそもの環境報告書は大学における環境保護を目的として出発したものではないかと考えられますが、
今日の ｢ 持続可能な開発目標（SDGs）｣ の時代には、環境報告書もサスティナブルレポート（仮称）など
と名称変更されてはいかがでしょうか。他大学でも、そのような第三者意見が複数見られました。

環境報告書の信頼性向上に向けて
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　最後に、環境方針ごとのコメントも付けさせて頂きます。

〈環境方針１〉　
　貴学では、教育研究にすばらしい取り組みについて、大学 HP で示されていますが、本報告書では十分な
紹介がなく、広報としては残念です。従来の印刷物から、現在はデジタル化されているとのことですから、
デジタル媒体でも見やすい編集により、貴学のトップ HP からも見つけやすいようなご配慮も頂けないかと
希望します。

〈環境方針２〉　
　環境に関連する法規、規制、学内規則に遵守の状況が示されていますが、ほとんどが化学実験系の薬品に
関する項目と見受けられます。最近における環境保全については ｢ 持続可能な開発 ｣ の観点からの評価が求
められています。したがって、新たな観点からの取り組みに対する課題を見つけて、その課題解決の目標に
向かった実績の報告を望みます。

〈環境方針３〉
　学内外の環境活動が報告されており、特に附属小学校の取り組みは、活動内容も説明されており、小学生
の頼もしい様子が見て取れます。一方、吸い殻調査の活動内容では、吸い殻のポイ捨てを環境の美観や道徳
の問題に留まっていますが、今後は SDGs 目標３に繋がる活動であることを希望します。

〈環境方針４〉
　データのとりまとめに留まらず、カーボンニュートラルの視点からの抜本的な対策に基づいた取り組み内
容を希望します。従来の施設で、従来型の省エネルギー対策ではなく、可能であれば学生も巻き込んで、専
門の先生方の指導を頂きながら持続可能な開発に相応しい取り組みを打ち出して頂きたいと思います。
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むすび

統括環境安全衛生管理者
理事・副学長

井上　将彦

　世界各地を襲う豪雨や異常高温、渇水や森林火災など気候変動を肌身で実感することが日常となり、将
来的に二酸化炭素の排出を実質０にするカーボンニュートラルの実現への取り組みが強く求められていま
す。一方でまだまだ化石燃料に頼らざるを得ない現状もあり、しかも化石燃料輸出国の政治的に不安定な
状況は、人々の生活に必要不可欠なエネルギーや資源の安定的な確保に関して難題を突き付けています。
したがって我々には、これらの現実の問題に対応しながらも、同時に持続可能な社会の実現に向けた SDGs
への対応を進めていくことが求められています。
　気候変動への対策や循環型社会の構築は、世界の人々がそれぞれの立場で協調して取り組んでいく必要
があります。本学としても、教育・研究の分野で貢献していくことはもちろん、日々の活動においても環
境に配慮した取り組みを行っております。すなわち、富山大学環境宣言の４つの方針に則り、毎年環境配
慮活動年度計画を立て、目標達成に向けて、学生・教職員及び生協職員を含めた全構成員で活動を推進し
ています。
　「環境報告書 2022」では、本学の 4 つの環境方針ごとに章を構成しています。さらに、環境報告書の信
頼性向上の章では、本学の環境マネジメントにおける PDCA サイクルを踏まえて、学生・教職員による環
境内部監査結果と自己評価の結果について、また、学外からの第三者様のご意見を掲載しております。さ
らに本年 8 月に実施した東海国立大学機構との環境報告書に関する意見交換会についても記載しました。
　「環境報告書 2022」の第三者意見として、鹿児島工業高等専門学校の元校長であり、富山高等専門学校
で長年にわたり教育研究を行われてきた丁子哲治先生から、大学という高等教育機関における SDGs への
取り組みについて、環境報告書や本学の環境配慮活動に関して貴重なご意見をいただきましたことに、こ
の場をお借りして感謝申し上げます。これまで本学が果たす社会的責任として、質の高い教育や研究の提
供と共に、環境保全や安全管理、および法令順守を行ってきましたが、ご指摘いただいたように大学とし
て持続可能な開発を実践するための変革がさらに求められていることを痛感いたします。
　まず「環境方針 1」について、SDGs に関連した教育・研究の発信について、今後は環境報告書やウェブ
サイトをよりデジタル媒体の利点を活かすこと、「環境方針 2」について、従来の化学物質管理や廃棄物・
排水管理だけでなく、安全や教育・研究環境の改善など、視野を広げて取り組むこと、「環境方針 3」につ
いては、SDGs への位置づけなどを意識して、学生とコミュニケーションをとりながらよりよい活動に発展
させること、さらに「環境方針 4」については、今後は学生の視点も取り入れながら、持続可能な開発につ
いて改善事例などを盛り込むことを観点に基づいて本学の環境報告書並びに環境配慮活動を見直していく
とともに、SDGs の諸課題への取り組みについても本学の活動に反映させていきたいと思います。
　東海国立大学機構 ( 名古屋大学及び岐阜大学 ) が毎年実施している環境活動 ( 環境報告書 ) に関する他大
学との意見交換会 ( 環境コミュニケーション ) を本年８月に本学とオンラインで開催いたしました。東海国
立大学機構では環境報告書の編集に多くの学生がかかわっており、教員の研究について学生がインタビュー
する記事など非常に親しみやすい構成になっており、大変参考になりました。また双方の学生の活発な意
見交換が行われ、環境報告書や環境活動の改善だけでなく、学生の学びの機会となったと思います。開催
にご尽力いただいた皆様、貴重なご意見をいただいた皆様に重ねて感謝いたします。
　読者の皆様には、富山大学の取組に対し引き続きご理解とご支援を賜りますとともに、忌憚のないご意見、
ご感想をお寄せいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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編集スタッフ
　　　　　　　　稲田　悠人　　　施設企画部施設企画課環境安全チーム
　　　　　　　　井上　美紀　　　施設企画部施設企画課環境安全チーム　　　　　　　

　２０２１年度の富山大学での環境配慮活動についてまとめた環境報告書２０２２をお届けいたします。
今年度は内容を簡潔にまとめることを目指したため編集作業が大変でしたが，編集スタッフの皆さんの
尽力により，無事発行することができました。
　昨年度の編集後記にて環境報告書の必要性，意義について改めて考えました。今年８月に東海国立大
学機構との意見交換会を開催させていただき，環境報告書に関する貴重なご意見をいただきました。第
三者意見を執筆いただいた丁子哲治先生からは，環境報告書のさらなる進化をご提言いただきました。
ご意見は来年度の環境報告書に反映させたいと考えております。
　最後になりましたが，ご多忙にもかかわらず本報告書に対する第三者意見を執筆賜りました丁子哲治
先生には心より厚く御礼申し上げます。また，本報告書に寄稿してくださいました先生に深く感謝申し
上げます。

編集委員長　加賀谷　重浩　　

編集後記


